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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
自然水中のメチルヒ素の化学変化を明らかにするために,3価メチルヒ素化合物に着眼した｡同化合物
は,自然界における有機金属生合成経路においてその重要性が従来より指摘されていたにも関わらず,ス
ペシューション法が確立されていなかったために観測が不可能であった｡申請者は自然水中のppt(pM)
レベルの3価メチルヒ素を正確に把握するために,ジチオカルバメート系配位子の錯形成反応に関する系
統的な研究から,ヒ素の新しい分離分析法を開発した｡
申請者は,富栄養化が著しい高知県浦ノ内湾,琵琶湖においてヒ素の観測を実施した｡両水域は全く異
なる生態系を有しており,しかも,季節的 ･地域的に水質,生物群集ともに大きな変動幅を有する｡ ヒ素
化学形に対する生物作用の一般性を論じるために,両水域を観測フィールドとして選択した点は良く工夫
されている｡
フィールド観測の結果,申請者は水圏の季節的な生物環境の変遷とともに,潜存ヒ素種の組成が規則的
に季節変化することを兄いだした｡ヒ素化学種と環境因子との相関から,表層水におけるメチルヒ素の生
成過程には光合成以外の生物作用が大きく寄与していることを示した｡これと底層水で還元状態の進行に
伴うメチルヒ素の生成を兄いだした新事実と合わせて,自然水中においてメチルヒ素がバクテリアの働き
によって生成するという考えは十分に納得できるものである｡ 更に申請者は自ら開発した分析法を駆使し
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て自然水中における3価メチルヒ素の存在とその濃度分布を初めて明らかにした｡その結果,3価メチル
ヒ素は自然水中においてメチルヒ素濃度が増加する初期に急増する_という興味深い事実を兄いだした｡
以上,申請者の研究は,水圏のヒ素溶存化学形に及ぼす生物相の影響を詳細に解き明かしたものである｡
自然界におけるヒ素の循環モデルにおいて新しい見地を切り開き,地球化学と環境化学の両分野から注目
を浴びる研究であり博士 (理学)の学位論文として十分価値のあるものと認められる｡
なお,主論文に報告されている研究業績を中心とし,これに関連した研究分野について試問した結果,
合格と認めた｡
-1580-
